
公益社団法人 茨城県作業療法士会 

 

令和 8年度 第 1回 理事会 議事録 

 

令和 8年 4月 29 日 10 時 00 分、Web 会議ツール Zoom による Web 会議において、理事 19 名、監事 2名出

席の下、第 1回理事会を開催し下記議案に付き全員一致をもって可決確定の上、12 時 00 分散会した。 

日時：令和 8年 4月 29 日（水） 10：00～12：00  

インターネット会議システム ZOOM を使用し、Web 会議形式で実施。 

出席：（理事）大場、寺門、小森、山倉、細田、大内、小山、栗原、柘植、田口功、荒井、山浦、 

藤田、稲葉、唯根、田中、浅野、平田、松本 19 名 

(監事) 西、荒木 

   (書記) 松本 

   （欠席）筧、廣瀬、磯、田口智、木口、六倉、島田、岩本 8 名 

 

【Ⅰ審議事項】 

 

1.令和 7年度決算報告および会計監査結果、事業報告書について  

財務部 廣瀬部長（事務局長 小森局長）・ 法人対策部 荒井部長⇒ 承認 

＜審議概要＞ 

・今年度の会計監査が本日 4月 29 日 9：00 から行われ、監事のお二人から決算報告など承認をいただ

いた。 

・昨年度、無事 1年間事業が遂行でき、公益認定基準の 4項目はすべてクリアできた。 

・収入に関して会員の増減は横ばい、研修会の収入は減収などが見られた。 

・支出に関しては会場費が減少、土浦医療圏のバスツアーの費用を勘定科目が変わっているため減少し

ている。謝金が学会で山口氏に講演をいただいたため、増加。印刷製本代に関しても冊子・ポスター

など増加。消耗品は減少、ホームページ管理費が減少、福利厚生費が JRATの研修参加で増加、通信

費は 40周年事業などで増加、などがあった。 

・収益事業に関しても検討していく。 

・研修の開催が厳しくなってきている。他県士会や他団体からの広報依頼があるため、こちらからも広

報依頼をしていく必要がある。 

・令和 7年度事業報告を作成した。内容を確認していただき修正がなければ県への提出を行う。 

・令和 8年度代議員総会議案書に令和 7年度事業報告と令和 8年事業計画の内容を入れ込み作成する。 

＜審議結果＞ 

・令和 7年度決算報告、会計監査結果について報告。理事会でも承認。 

・令和 7年度事業報告書へ「創立 40周年事業」の掲載を追記する。その他は変更なく承認。 

・代議員総会議案書は、追記事項あれば連絡いただき作成を目指す。 

 

2．総会当日の役割について               総務部 松本部長   ⇒ 一部承認 

＜審議概要＞ 

・令和 7年度事業報告の確認と総会の流れの確認をしていただきたく、議題に上げた。 

・代議員総会は会場が県立医療大、総会の時間は 10：45～12：30 に変更になった。 

・議長は釜田代議員、議事録署名人は濱田代議員・渡邊代議員に内諾いただいた。 

・総会時研修の受付は教育学術局、代議員総会は事務局で行うことになった。 

・代議員総会の第 1報を例年 4月に行っていたが、今年は 4月に発送することが難しかったため 5月に

1報のみ送ることになった。 

・また、来年度以降も代議員総会の案内については要検討する。 

・書記の担当は地域貢献局の藤田部長と田中部長にお願いすることになった。 

・台本の作成やスライドなどは総務部で作ることになった。 

・総会の案内に新人の入会についての書類を入れるとよいのではないか。 

＜審議結果＞ 

・代議員総会の案内の通知は今年度 1回でその後は要検討。 



・総会案内の郵送に合わせて新人入会の書式を小山部長が作成予定。 

 

3．日本ソーシャルフットボール協会について   精神対策委員会 濱田委員長  ⇒ 継続審議 

                       （代理 松本部長） 

＜審議概要＞ 

・先日 3月 30 日に日本ソーシャルフットボール協会の古賀氏から相談があり、今年度、茨城県でソー

シャルフットボールのキャラバン活動への協力依頼があったため議題に上げた。 

・協力内容としては茨城県内の他団体（医師会や看護協会など）への協力要請や Jリーグのクラブチー

ム（水戸・鹿嶋）への協力の要請などが上がった。 

・また、今年度のキャラバン活動を通して２～３年後茨城県でもソーシャルフットボールのチームがで

きるようしたいと話が合った。 

・協力はできるが、あくまで日本ソーシャルフットボール協会が主体であるべき。 

・茨城県サッカー協会の中にもインクルーシブ委員会があるため、そこへの協力依頼や県にも相談をす

る必要がある。 

・ほかの団体へしっかりと説明をする場が必要ではないか。 

・ほかの関東圏の成功事例など情報収集を進めてからでもよいのではないか。 

＜審議結果＞ 

・他県のことなど情報収集しながら、古賀氏とどのような道筋で進めていくかを確認。 

・そのうえで県士会として常任理事会やメールの持ち回りで協力に関して検討していく。 

 

4．県士会 HP への会長挨拶・組織図の公開について       広報局 小山貴士 ⇒ 承認 

＜審議概要＞ 

・公式サイトで他の県士会だと会長挨拶や理事の紹介、組織図などホームページ上でオープンに見るこ

とができるため、当士会も同様にしてはどうかと考え議題に上げた。 

・承認を得られれば、総会後に変更できるように勧める予定。 

・理事紹介のほかに委員会の紹介を必要ではないか。 

＜審議結果＞ 

・会長挨拶や理事紹介、組織図、委員長の挨拶・紹介を総会後、掲載する。  

 

5．日当規程の理事会承認について              法人対策部 荒井部長 ⇒ 承認 

＜審議概要＞ 

・当士会より令和 7年度障害者スポーツ大会へ派遣された OTに対し、日当規程 第 5 条「前各条に定め

のないものでも、状況により会長が支給の必要があると認めた場合には、その他の必要経費を支給す

ることがある。」の記載に基づき、日当として「3時間未満：1,000円、3時間以上 6時間未満：2,000

円、6時間以上：3,000円」を支給した。支給の基準額を日当規程に記載するか審議したい。 

＜審議結果＞ 

・支給額の記載はせず、現在の日当規程に準じで今後も進めていく。イレギュラー対応な対応について

は、常任理事会等で審議する。 

 

6．令和 8年度茨城県・土浦市避難力強化訓練の参加について 災害対策委員会 寺門委員長 

⇒継続審議 

          

＜審議概要＞  

・令和 8年度の茨城県土浦市の避難力強化訓練について茨城 JRATに依頼が来た。その中で災害対策委

員会の 3名が参加予定で旅費交通費を検討いただきたく議題に上げた。 

・費用としては 3名の旅費以外に体験ブースで行う段ボールベッドとブルーシートの購入を考えてい

る。 

・あくまで当士会の持ち物として処理するのがいよいのではないか。 

・正式な稟議書を提出したうえでその都度検討が必要ではないか。 

＜審議結果＞ 

・正式な稟議書を出してもらう。 



 

7．医療圏活動のあり方について          地域貢献局 細田局長  ⇒審議継続 

＜審議内容＞ 

・今後の医療圏活動について予算と人材を集約し 3 ブロック程度（県北・県央・県南）に再編して事業

実施を検討したく議題に上げた。 

・理由としては人材不足のためユーザー支援事業など積極的に行っているところとの格差がある。 

・予算に関しても使い切れない医療圏がある。 

・３ブロック制には８月ごろから進められないかと考えている。 

・CDをやり続けることに関して１度意識を変える。 

＜審議結果＞ 

・CDの担当者への意思確認をしたうえでどのように進めるのがいいか検討する。 

 

【Ⅱ報告・連絡事項】 

 

1．第 2回理事会の開催について  

・令和 8年 6月 14 日（日）12：30～ 代議員総会後、茨城県立医療大学にて開催予定。 
以上 

 


